
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

初
開
催
し
た
慈
恩
寺
テ
ラ
ス
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
。
１
月
24
日
に
大
人
の
部
、
27
日
に
子 

ど
も
の
部
を
実
施
し
ま
し
た
。
大
人
の
部
で 

は
、
20
名
の
方
か
ら
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

慈
恩
寺
テ
ラ
ス
の
常
設
展
示
の
構
成
を
担
当 

し
た
市
教
育
委
員
会
職
員
が
、
展
示
解
説
や 

建
設
に
あ
た
っ
て
の
裏
話
等
を
話
し
ま
し
た
。 

施
設
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

や
、
慈
恩
寺
シ
ア
タ
ー
の
映
像
も
鑑
賞
し
、 

約
２
時
間
か
け
て
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。 

子
ど
も
の
部
で
は
、
ク
イ
ズ
形
式
で
施
設
を 

回
り
、
慈
恩
寺
の
歴
史
に
触
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
解
説
者
が
施
設
を
知
り 

つ
く
し
て
い
て
面
白
か
っ
た
。
慈
恩
寺
の
仏 

像
が
魅
力
的
だ
っ
た
の
で
後
で
見
て
回
り
た

い
」
等
の
声
を
い
た
だ
き
、
好
評
で
し
た
。 

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
通
し
て
、
慈 

恩
寺
旧
境
内
の
魅
力
を
伝
え
て
参
り
ま
す
。 
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は
ほ
と
ん
ど
見
た
こ
と
が
な
い
も
の
で
す
。 

隅
か
ら
茅
を
積
み
重
ね
る
作
業
は
、
何
度 

も
や
り
直
す
ほ
ど
難
し
か
っ
た
、
と
い
う 

話
で
し
た
。 

職
人
さ
ん
た
ち
の
手
で
少
し
ず
つ
完
成 

に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
茅
葺
作
業
は
今
年 

８
月
頃
ま
で
行
う
予
定
で
す
。 

※
修
理
現
場
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
現
場

の
安
全
管
理
に
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 約 70年前に作られた 

軒の模型 
新たに葺いた軒の隅部分 

１
月
末
で
本
堂
軒
先
の
軒
付(

の
き
づ
け) 

積
作
業
が
完
了
し
、
現
在
は
軒
か
ら
最
上 

部
に
か
け
て
茅
を
重
ね
る
平
葺(

ひ
ら
ぶ
き) 

作
業
を
し
て
い
ま
す
。
間
近
か
ら
見
る
と
、 

茅
を
葺
く
ご
と
に
、
屋
根
が
厚
み
を
増
し 

て
い
く
様
子
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。 

今
回
、
貴
重
な
工
事
を
記
録
に
残
す
た 

め
、
工
事
に
携
わ
る
職
人
さ
ん
に
話
を
う 

か
が
い
ま
し
た
。
屋
根
工
事
の
参
考
に
し 

て
い
る
も
の
は
、
本
堂
屋
根
裏
に
保
管
さ 

れ
て
い
た
模
型
で
す
。
約
70
年
前
に
作
ら 

れ
た
軒
の
模
型
が
、
形
そ
の
ま
ま
に
残
っ 

て
い
ま
し
た
。
本
堂
軒
の
四
隅
は
特
に
太 

い
茅
を
使
い
、
見
ら
れ
る
こ
と
を
意
識
し 

て
仕
上
げ
ま
す
。
太
い
茅
を
使
う
の
は
雪 

の
重
さ
に
耐
え
る
た
め
で
も
あ
る
の
で
は 

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
形 
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毎
年
１
月

26

日
は
、

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
で

す
。
１
月
28
日(

日)

、
本

山
慈
恩
寺
で
、
文
化
財
防

火
デ
ー
に
合
わ
せ
、
防
火

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
山
慈
恩
寺
役
員
、
自
衛

消
防
団
、
市
消
防
団
第
７

分
団
、
西
村
山
消
防
本
部
、

本
堂
保
存
修
理
工
事
業
者

等
が
、
放
水
や
重
要
物
品

及
び
文
化
財
の
搬
出
の
訓

練
を
し
ま
し
た
。 

国
指
定
重
要
文
化
財
「
本
山
慈
恩
寺
本
堂
」
は
元
和
４(

１
６

１
８)

年
に
建
立
し
ま
し
た
。
本
堂
内
に
は
本
尊
を
は
じ
め
、
貴

重
な
仏
像
等
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
財
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
に
は
、
文
化
財
所
有
者
や
関
係
機
関
だ
け
で
は
な
く
、
周
辺

の
地
域
住
民
と
の
連
携
・
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
訓
練
を
通
し
て
、

防
火
・
防
災
意
識
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
も
火
災
の
多
い
冬
期
間
は
、
火 

の
取
り
扱
い
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

〇
文
化
財
防
火
デ
ー
と
は 

文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年
１ 

月
26
日
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺

の
金
堂
が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
に
基
づ
き
ま
す
。 

こ
の
事
件
は
国
民
に
強
い
衝
撃
を
与
え
、
火
災
な
ど
災
害
に
よ

る
文
化
財
保
護
の
危
機
を
深
く
憂
慮
す
る
世
論
が
高
ま
り
、
翌
昭

和
25
年
に
文
化
財
保
護
の
統
括
的
法
律
と
し
て
文
化
財
保
護
法

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。(

参
考
：
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ) 

 

室町時代に作られ、慈恩寺の情景を詠んだとさ

れる「慈恩寺十景詩」。詠んだ場所を春・秋をか

けて巡るウォーキングイベントを開催します。 

慈恩寺十景詩を詠みながら季節によって変わる

慈恩寺旧境内を歩き、心も体もリフレッシュして

みませんか。 

〇春の景観 ５月15日(水)、18日(土)、 

22日(水)、29日(水) 

〇秋の景観 ９月22日(日)、25日(水)、 

      11月13日(水)、16日(土) 

〇時  間 午前 9時～午後１時頃予定 

(昼食時間含む。雨天決行) 

 

 

〇募集定員 各日10名(先着順) 

〇参加費用 2000円(昼食付) 

〇集合場所 慈恩寺第２駐車場(慈恩寺テラス隣) 

〇申込み方法 春の景観は5月8日(水)、秋の景観・ 

9月分は9月15日(日)、11月分は11月6日(水) 

まで、悠久の里慈恩寺運営委員会 

事務局 矢作☎080-8218-0457へ 

(可能な限り、平日午前11時～午後１時にご連絡

ください。非通知着信不可) 

※慈恩寺テラス、各地区公民館、フローラ・SAGAE 

に詳細チラシを設置しています。 

慈恩寺やその周辺等を案内するガイドの会で

は、会員を募集しています。老若男女どなたで

も大歓迎です。月１回、１時間からの活動でも

構いません。定期的な勉強会で慈恩寺の歴史を

学び、活かしてみませんか。 

〇活動時間 午前９時～午後４時 

〇問 合 せ 慈恩寺テラス☎84-6811へ 

慈
恩
寺
十
景
詩
の
一
つ
「
雷
渕
暮

雨(

ら
い
が
ぶ
ち
の
ぼ
う)

」
が
詠

ま
れ
た
と
さ
れ
る
場
所 

 


